
  

 

スキルアップ学習 
 

審判をするにあたり、今一度下記の項目について考えてみましょう。 

 

１．あなたが審判する目的って何？ 

 

 

２．バスケットボール競技規則の精神を発揮するには、以下の四方向からの努力が必要であるが、それぞ 

れの役割を考えてみましょう。 

プレーヤーは、 

審判は、 

観衆は、 

指導者は、 

 

 

３．審判の心構え 

Ｑ．審判を始めたきっかけは？ 

 

 Ｑ．これからの審判活動について『今』思うことは？ 

 

 

 

 

 

 

 チーム名  ：                      男・女  

 

 帯同審判員名：                           

 

 

※ この用紙のみ提出をお願い致します。 

 

  



 

４．審判を行うにあたり、これだけは覚えておこう！ 

《ポイントとなる用語など》 

 ●審判の役割 

  クルーチーフ：コート、用具、器具を点検し、承認する任務がある。 

ボールの選定（２個以上から１個） 

  アンパイア ：各クォーターの出場メンバーの登録（ミニバス） 

 

 ●アクティブオフィシャル（リード）、パッシブオフィシャル（トレイル） 

  エンド・ラインに位置する審判を“アクティブオフィシャル（リード）”。フロント・コートで、バスケ 

ットに向かって左側のサイド・ラインの近くに位置する審判を“パッシブオフィシャル（トレイル）”と 

いう 

 

 ●ラインの責任 

  アクティブオフィシャル、パッシブオフィシャルともに自分の左側のラインを責任ラインとするが、 

アクティブオフィシャルはエンド・ラインも責任ラインとし、アウトオブバウンズやバイオレーション 

の判定は責任ライン側の審判が判定し、ホイッスルを鳴らす。 

 

 ●ボクシング・イン 

  10人のプレイヤーを常に自分と相手審判の２人の審判の視野の中に入れておくこと 

  （両審判は、かならずしも対角線上に位置を占める必要はない） 

 

 ●リーガルとイリーガル 

  リーガル ：規則に違反していない 

  イリーガル：規則に違反している 

 

 ●シリンダーの概念 

  “第３３条 コンタクト（体の触れ合い）：基本概念” 

  

 



  



 ●位置の交換 

  審判がファウルを宣してボールがデッドになったとき、審判がそれぞれのポジションを交換すること。 

  “ファール”をコールした審判が“次のプレイのトレイル・オフィシャル”になる。 

 

５．審判のシグナル 

  ・スコアラーズテーブルにレポートするときには、声を使ってコミュニケーションをとることが望ましい。 
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６．ゲームの流れを覚えよう 

  ・ゲーム前 

 コート、用具、器具の確認。入念にアップを行う。（ストレッチ） 

 パートナーと挨拶を交わし、ゲーム中に行うべき任務などの打ち合わせをする。（プレ・ゲーム・カンフ 

ァレンス） 

 ワッペンの着用、服装の乱れに注意する。 

 

  ・開始１０分前 

 コートに入る。クルーチーフはボールを選び用具・器具を承認する。 

 

  ・開始 ５分前 

スコアラーズテーブルの反対側のセンターライン延長線上で待機する。 

 

  ・開始 ３分前 

 クルーチーフは３分前の笛を鳴らし、テーブルサイド近くに移動してゲーム開始の準備をする。アンパ 

アはメンバー登録をする。準備完了後は両審判とも、スコアラーズテーブルの反対側のセンターライン 

延長線上にて両ベンチを監視する。 

 

  ・開始 １分前 

 クルーチーフは１分前の笛を鳴らしアップを終了させる。アンパイアはスコアラーズテーブル側に移動 

し、ゲーム開始の合図を待つ。 

 

  ・トスアップ 

 クルーチーフはプレイヤー同士の挨拶をしたのち、テーブルオフィシャルズに準備ができているか「確 

認の合図」を示しあって確認する。 

 アンパイアはボールがタップされたあとプレイに先行して動くことができるように用意する。 

 またクルーチーフは、ジャンプボールをさせるためにボールをトスアップするときにも、ファウルヴァ 

イオレーションが起こったときに、ただちに笛を鳴らせるように、笛をくわえておくようにしなければ 

ならない。 

またアンパイアは、トスアップされたボールが曲がったり低すぎたりした場合には、ただちに笛を鳴ら 

してプレイを止め、ジャンプボールのやり直しを宣する。 

 

  ・１～２クオーター間 

スコアの確認が必要なときはテーブルオフィシャルズと確認し、それ以外はスコアラーズテーブルの反 

対側のセンターライン延長線上にて待機し、両ベンチを監視する。（給水もありです） 

 アンパイアはメンバー登録をする。 

 

  ・２クオーター開始 

 クルーチーフはプレイヤーの挨拶を済ませ、オポジット・サイドよりポゼッションアローに攻撃するチ 

ームのプレイヤーにボールを渡しゲームを開始する。 

 

 



  ・ハーフタイム 

 両チームのスコアラーを呼び、スコアチェックをする。スコアチェック完了後はコートチェンジ、 

ポゼッションアローのチェンジを、テーブルオフィシャルズと確認しながら行う。 

 

  ・後半開始 ３分前 

 クルーチーフは3分前の笛を鳴らし、テーブルサイド近くにて用具、器具の確認をし、ゲーム後半開始 

の準備をする。準備完了後は両審判とも、スコアラーズテーブルの反対側のセンターライン延長線上に 

て両ベンチを監視する。給水も済ませておく。 

 

  ・後半開始 １分前 

 クルーチーフは１分前の笛を鳴らしアップを終了させる。アンパイアはスコアラーズテーブル側に移動 

し、ゲーム開始の合図を待つ。 

 

  ・３クオーター開始 

 クルーチーフはプレイヤーの挨拶を済ませ、オポジット・サイドよりポゼッションアローに攻撃するチ 

ームのプレイヤーにボールを渡しゲームを開始する。 

 

  ・３～４クオーター間 

スコアの確認が必要なときはテーブルオフィシャルズと確認し、それ以外はスコアラーズテーブルの反 

対側のセンターライン延長線上にて待機し、両ベンチを監視する。（給水もありです） 

 アンパイアはメンバー登録をする。 

 

 

  ・４クオーター開始 

 クルーチーフはプレイヤーの挨拶を済ませ、オポジット・サイドよりポゼッションアローに攻撃するチ 

ームのプレイヤーにボールを渡しゲームを開始する。 

 

  ・試合終了時 

 アンパイアはテーブルオフィシャルズにスコアの確認を行い、間違いが無ければクルーチーフに「審判 

の合図」をする。クルーチーフは勝利したチームを宣し、挨拶をさせてゲームを終了する。 

 

  ・試合終了後 

 クルーチーフはスコアシートを点検・確認し了承してから、アンパイア、クルーチーフの順にスコアシ 

ートにサインをする。クルーチーフがスコアシートを承認しサインをしたときに、審判とゲームの関係 

が終了する。このとき、クルーチーフの任務や決定をくだす権限も終わる。 

 


